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他の疾患も食物アレルギーと同様の症状を呈する場合がある
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HOT TOPIC
食物アレルギーにおけるタンパク質

食物アレルギーは犬や猫では多くありません
が、ペットオーナーはしばしば、ペットの皮
膚や消化器の症状は、特定の原材料に対す
るアレルギー反応だと考えています。

栄養に関するコミュニケーションに必要な科
学的事実をPurina Institute（ピュリナインス
ティテュート）がお届けします。

概要 ペットが食物アレルギーになる確率はど
れくらいですか？

世界中で人が食物アレルギーを発症する確率は上昇していますが
1、犬や猫では食物アレルギーの発生は稀であると考えられてい
ます。他の多くの疾患でも食物アレルギーと同様の症状が認めら
れるため、ペットでの発生が多いように感じるかもしれません2-4。

ペットの食物アレルギー罹患率に関する統計は、誤解を拡大さ
せる可能性があります。なぜなら、動物病院を受診した理由に
よって数値が異なるからです。全般的な健康診断を受けた猫が
食物アレルギーと診断される確率はわずか1%に過ぎませんが、
皮膚の痒みで受診した猫では21%が食物アレルギーと診断され
ています5,6。



食物抗原がIgE抗体に結合し、マスト細胞から
の炎症性メディエーターの放出を誘発する

加水分解タンパク質は受容体とクロス
リンクせず、免疫応答を惹起しない
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食物アレルギーの原因は何ですか？ 食物アレルギーに栄養が果たす役割は何ですか？

加水分解タンパク質は食物アレルギーの管
理にどのように役立ちますか？

食物アレルギーは、ある個体の免疫系が無害な食物を有害な「侵略者」
と認識して反応した場合に起こります。この免疫応答では食物アレル
ギーと食物不耐症や食中毒を区別します。食物不耐症や食中毒では免
疫系は関与しません。

食物アレルギーの発生において最も多い誘発物質はタンパク質です。
特定のタンパク質がアレルギーを誘発しにくいということはありません。
アレルギー反応は、タンパク質の大きさや構造に対する個体の免疫応
答の結果であり、その一部は過去にそのタンパク質に曝露されたことに
起因します3,7-9。

穀物などの原材料も食物アレルギーの原因となることが報告されてい
ますが、通常、アレルギー反応を惹起するのは穀物に含まれるタンパ
ク質であることが研究によって示されています10。

しかしながら、穀物は犬や猫のいずれでも、特に多く報告されている食
物アレルゲンには含まれません。

犬の食物アレルゲンの上位3つは牛肉、乳製品、鶏肉に由来するタンパ
ク質です。猫で特に報告が多い食物アレルゲンは牛肉、鶏肉、魚に由
来しています9。

食物アレルギーを診断する標準的な方法は除去食試験で、ペットが過
去に曝露されたことがない1種類のタンパク質と1種類の炭水化物を配
合します8。皮膚、血液、唾液または被毛を試料とするアレルギー検査
の結果は信頼性が低いことが研究によって示されています11-14。

新奇タンパク質の選択は必ずしも容易ではありません。新奇タンパク質
が元のアレルゲンと交差反応する可能性があります。また、多くのペッ
トは複数の食物に対する過敏症を有しています15,16。食事は栄養的にも
完全でバランスがとれている必要があり、理想的には、8〜12週間にわ
たる除去食試験の間、または長期維持食として与えやすいものである
必要があります。

加水分解タンパク質を用いた食事を与えることは、食物のアレルギー誘
発能を低下させるための簡便で栄養的に完全かつバランスのとれた方
法です17-19。

加水分解はタンパク質を小さく分解するプロセスです。「超加水分解」タ
ンパク質は非常に細かく分解されています。このプロセスによって、タ
ンパク質のアレルギー原性を決定する重要な因子であるタンパク質の大
きさと構造が変化します。

一般的に、食物の原材料に対する有害な免疫反応が生じるときは、特
定の免疫細胞の表面にある受容体とクロスリンク（架橋）できる大きさの
アレルゲン（多くはタンパク質）が必要です。加水分解タンパク質は大き
さと構造が変化しているため、免疫応答を惹起するこれらの細胞表面
受容体とはクロスリンクしません7。

その他の長所として、加水分解タンパク質は消化に優れており、消化
器の炎症を軽減することができます20。
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